
「大阪湾ベイエリアの活性化方策に関する調査」（まとめ）

近畿地域・大阪湾ベイエリ
アの産業集積・企業立地の
状況

○ベイエリアは近畿地域の産業の枢要を占める

○工場等制限法の廃止2002年（平成14年）以降、ベイエ

リアに企業立地が進展

○加工組立型産業、基礎素材型産業、物流拠点の立地

が進んでいる

○医療産業拠点、大学立地といった新しい産業拠点形成

が進んでいる

○立地要因として資源確保とインフラが重視されている

近畿地域の企業活動の変
化方向

○製造業の国内回帰が進んでいる

○低炭素型社会の実現に向けた動きが進んでいる

大阪湾ベイエリアの土地利
用状況

○大規模産業用地の供給面で限界が生じている

○ベイエリアの産業用地は、急速に埋まりつつある

○民有地の状況把握が困難な状況にある

大阪湾ベイエリアと内陸部
を結ぶインフラの整備状況

○ベイエリア内、ベイエリアと内陸部とを結ぶ道路ネット

ワークにミッシングリンクが存在

国・自治体による企業立地
促進施策とその効果及び
規制による立地への弊害

○税制優遇、補助金・助成金等、規制緩和（容積率の緩

和、工場立地法上の緑地率の緩和等）、金融支援、手

続き支援（ワンストップ化）等に取り組んでいる

大阪湾ベイエリアの大規模
立地が近畿地域へもたらす
経済波及効果

○ベイエリアにおけるフラットパネルディスプレイ製造等の

大規模製造業の立地は、近畿地域全体へ経済効果をも

たらしている

○内陸県への経済波及効果も期待できる
(1) 次世代のリーディング産業を創出する

① 次世代エネルギー産業創出
・太陽光発電パネル、リチウムイオン電池など、低炭素化に向

けた取組を支援
② 次世代メカトロニクス産業創出

・未来型情報家電、ロボット等に関わる部品・材料事業者の参
入支援

(2) オープン・イノベーションによる新産業創出
・公設試・大学等とのネットワーク形成
・大規模開発プロジェクトとの連携・ネットワーク形成
・近畿地域産業クラスター計画の活用
・神戸医療産業都市構想の推進

(3) 産業分野の融合
・融合を促進する技術開発支援
・大企業と中堅・中小・ベンチャー企業とのマッチング

将 来 像 ～パネル・ベイからグリーン・ベイへ～

○ミッシングリンクの早期解消
○道路ネットワークの強化
○阪神港の本格的稼働
○関西国際空港の活性化
○着実なインフラ整備の推進
○リスク管理の強化

ターゲットを絞ったインフラ整備

○新工場操業までのリードタイム短縮
○既存中小企業の流出防止対策
○雇用確保のためのインセンティブ
○インセンティブ財源の確保
○広域特区制度創設に向けた取り組み

の立ち上げ

効果的なインセンティブ

○臨海部の次世代産業拠点形成
○内陸産業用地の活用
○土地需給システムの構築

大規模用地の創出と有効活用

○関西広域プロモーションの推進
○ベイエリア産業マップの作成
○企業誘致推進員（民間登用）の設置

プロモーション

(1) リノベーション投資環境整備
・更新投資に係る支援施策
・住工混在地域での共存支援
・緑地規制緩和（太陽光発電促進等）
・都市計画との連動

(2) 用地情報の収集・提供
・市町レベルでの工業用地情報開拓員の配置
・民有地も含めた産業用地のモニタリングシステムの構築
・企業への土地情報の提供

次世代産業の創出に向けて～ベイ・イノベーション～

既存集積地の再生に向けて～ベイ・ルネッサンス～

Ⅲ 大阪湾ベイエリア地域を核とした近畿経済活性化に向けた方策

(1) パネル技術の集積を活か
した取組

①パネルベイの本格的生産
・中長期的に拡大する世界パネ

ル市場への供給拠点として我が
国経済を牽引

②パネル・ベイの情報発信
・広域プロモーションの推進

(2) 次世代電池産業への新展開：「電池ナ
ンバーワン岸」を目指す

①二次電池： 次世代蓄電池№１を目指して
・革新型蓄電池研究開発事業の推進
・二次電池部品･ﾃﾞﾊﾞｲｽ製造ﾒｰｶｰの立地促進

②燃料電池： 量産化№１を目指して
・燃料電池産業の育成・集中支援
・燃料電池普及促進ﾓﾃﾞﾙ住宅地区開発等、市場創出

③太陽電池：性能・シェア№１を目指して
・量産効果と技術革新による発電コスト低減
・パネル製造技術を活用した太陽電池産業

への集中支援
・家庭用太陽光発電の導入補助、ｴｺﾊｳｽ普及促進

(3) グリーン・ベイ：スーパー・エコ・
ショーケースを目指す

①エコ・コンビナートの新基準をベイ
エリアから発信

・環境モデル地区づくり、メガソーラー発電
計画の推進

②創エネ産業拠点の形成
・創エネルギー産業創造会議（仮称）の設
置

③グリーン輸送システムの先進モデ
ルを構築

・モーダルシフトの推進、海上輸送の活用、
堺市LRT 計画の推進

インフラの評価・ニーズ 【道路】

○ミッシングリンクが存在、大阪・神戸市内で渋滞が発生

○大型貨物の運行規制の緩和、料金値下げ

【港湾・空港】

○集荷時間の延長等への要望

○航路・路線の充実の要望（方面・便数）

【その他】

○インフラの整った産業用地の提供

○賃借方式による産業用地供給

○物流効率化の支援

施策ニーズ ○立地優遇策の拡充

○労働力確保・人材育成への支援

○環境対策に関する支援

○緑地規制等に関する緩和

○光熱費、原料費に対する支援

○周辺住民との共存

○誘致のためのツール作成

○対応のスピードアップ

立地選択要因 ○既存工場、取引先等との近接性

○人材確保の容易性

○操業環境の良さ

○交通アクセスの利便性

○従業員の労働環境

○支援施策の充実

Ⅰ 大阪湾ベイエリアを含む近畿地域の現状

Ⅱ 近畿地域における立地ニーズ

成長産業への期待
・新エネルギー、電池
・次世代情報家電
・ロボット
・バイオ
・航空、宇宙 等


